
敷地面積 

 ８メートル以上 

公道までの保安距離（８m）
の短縮により、より小さな
面積で設置が可能 

散水基準の見直しにより、
大容量の貯水槽が不要にな
れば、土地代、整備費の削
減が可能 

使用可能材質の拡大により
整備コストの削減が可能 
  
 現行使用されている蓄圧器 
  ・アルミ容器＋炭素繊維 
  ・鋼製 
 
 
 海外使用実績のある蓄圧器   
  ・クロムモリブデン鋼＋炭素繊維 
 
 

セルフ充填により、人件費
削減が可能 
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